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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第68期

中間連結会計期間
第69期

中間連結会計期間
第68期

会計期間
自 2023年７月１日
至 2023年12月31日

自 2024年７月１日
至 2024年12月31日

自 2023年７月１日
至 2024年６月30日

売上高 （千円） 3,317,996 2,913,097 5,933,805

経常利益 （千円） 446,275 416,039 851,875

親会社株主に帰属する中間（当期）純利
益

（千円） 374,625 285,757 632,985

中間包括利益又は包括利益 （千円） 370,991 261,072 628,997

純資産額 （千円） 3,833,621 4,961,320 4,762,921

総資産額 （千円） 7,856,548 8,950,746 8,430,658

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 52.72 35.16 85.05

潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純
利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.8 55.4 56.5

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 363,296 321,633 504,060

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △21,159 △83,682 △85,611

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △117,272 △141,657 482,084

現金及び現金同等物の中間期末(期末)残高（千円） 2,720,777 3,522,041 3,435,554

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】
当中間連結会計期間において、本半期報告書に記載した財政状態及び経営成績の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した
「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、為替相場の不安定な動きや継続する物価上昇の中、雇用・所得環境

の改善やインバウンド需要の増加を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移しました。一方で世界経済は、中国経

済の成長鈍化や不安定な国際情勢、米国のインフレ長期化に伴う景気後退の懸念により、依然として先行き不透明

な状況で推移しました。

このような状況のもと当社グループは、新たに策定した中期経営計画「KITAGAWA 2030」で掲げる「世界のＤＸ

を支える唯一無二の企業」を目指し、４つの重点課題「売上高100億円に向けた成長戦略の遂行」「生産能力拡大

と収益性向上の両立」「既存技術の深化と製品・サービスの品質向上」「技術力を支える人的資本経営の推進」へ

の取り組みをスタートしました。（2030年６月期の数値目標：売上高100億円、営業利益15億円、営業利益率15％

以上、自己資本利益率（ROE）12％以上）

この結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高2,913百万円（前年同期比12.2％減）、営業利益427百万円

（前年同期比5.5％減）、経常利益416百万円（前年同期比6.8％減）、親会社株主に帰属する中間純利益285百万円

（前年同期比23.7％減）となりました。

なお、当社グループの主要製品は、案件毎に個別の仕様に基づいて設計・製造を行うため、納期・受注金額にバ

ラツキがあり、大型案件になるほど売上までに長期間を要し、四半期単位での売上高が大きく変動するという特徴

があります。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（産業機械事業）

当中間連結会計期間においては、銅張積層板・多層基板成形用のプレス装置、搬送機械の売上が計画通りに推

移したことに加え、期内での納期前倒し案件が複数あったことと為替影響により、売上高2,838百万円（前年同

期比12.6％減)、営業利益423百万円（前年同期比5.2％減）となりました。

（その他）

油圧機器は、売上高74百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益３百万円（前年同期比2.5％増）となりまし

た。
 
財政状態は、次のとおりであります。

（資 産）

当中間連結会計期間末の総資産は8,950百万円となり、前連結会計年度末に比べて520百万円の増加となりまし

た。これは主に、受取手形、売掛金及び契約資産372百万円の増加であります。

（負 債）

負債合計は3,989百万円となり、前連結会計年度末に比べて321百万円の増加となりました。これは主に、電子

記録債務215百万円、契約負債129百万円の増加であります。

（純資産）

純資産合計は4,961百万円となり、前連結会計年度末に比べて198百万円の増加となりました。これは主に、親

会社株主に帰属する中間純利益285百万円の計上によるものであります。
 

(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は3,522百万円となり、前連結会

計年度末に比べて86百万円の増加となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は321百万円（前年同期は363百万円の獲得）となりました。収入の主なもの

は、税金等調整前中間純利益416百万円、仕入債務の増加額293百万円、契約負債の増加額130百万円、支出の主

なものは、売上債権の増加額367百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は83百万円（前年同期は21百万円の使用）となりました。これは主に、有形固

定資産の取得による支出79百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は141百万円（前年同期は117百万円の使用）となりました。これは主に、長期

借入金の返済による支出60百万円、配当金の支払額80百万円であります。
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(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。
 

(4）研究開発活動

当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、19百万円であります。

なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】
当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在
発行数（株）
（2024年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2025年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,449,600 8,449,600
東京証券取引所
スタンダード市場

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり、単
元株式数は100株であります。

計 8,449,600 8,449,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式

総数増減数(株)
発行済株式
総数残高(株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額(千円)

資本準備金
残高(千円)

2024年７月１日～
2024年12月31日

－ 8,449,600 － 574,804 － 374,804
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（５）【大株主の状況】

  2024年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式(自己株
式を除く。)の総数
に対する所有株式
数の割合(％)

北川精機取引先持株会 広島県府中市鵜飼町800－８ 759 9.32

内田 雅敏 広島県府中市 628 7.71

株式会社北川興産 広島県府中市広谷町797－６ 486 5.98

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL（常任代理人
ゴールドマン・サックス証券株式会社）

PLUMTREE COURT,25 SHOE LANE，
LONDON EC４A ４AU,U.K．
(東京都港区虎ノ門２丁目６－１)

393 4.84

株式会社広島銀行（常任代理人 株式会社日本カ
ストディ銀行)

広島市中区紙屋町１丁目３－８
(東京都中央区晴海１丁目８－12)

347 4.26

MSIP CLIENT SECURITIES（常任代理人 モルガ
ン・スタンレーMUFG証券株式会社)

25 CABOT SQUARE,CANARY
WHARF,LONDON E14 ４QA,U.K．
(東京都千代田区大手町１丁目９－７)

334 4.10

内田　由美 広島県府中市 230 2.83

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 東京都港区赤坂１丁目８－１ 221 2.72

NOMURA PB NOMINEES LIMITED OMNIBUS-MARGIN
（CASHPB）(常任代理人 野村證券株式会社)

1 ANGEL LANE,LONDON,EC４R ３AB，
UNITED KINGDOM
(東京都中央区日本橋１丁目13－１)

201 2.47

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海１丁目８－12 133 1.64

計 － 3,736 45.88

（注）2024年９月24日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書(変更報告書)において、リム・アドバイザーズ・リ
ミテッドが2024年９月13日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として当中間会計期
間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況は株主名簿上の所有株式数に基づき
記載しております。なお、その大量保有報告書(変更報告書)の内容は以下のとおりであります。

 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（千株）

株券等保有割合

（％）

リム・アドバイザーズ・

リミテッド

香港、セントラル、ダッデル・ストリート11、

ルットンジー・ハウス19階、1901
786 9.31

 
（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内 容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 305,200 －
権利内容に何ら限定のない、当社
における標準となる株式であり、
単元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,140,700 81,407 同     上

単元未満株式 普通株式 3,700 － －

発行済株式総数  8,449,600 － －

総株主の議決権  － 81,407 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己保有株式12株が含まれております。
 

②【自己株式等】

    2024年12月31日現在
所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

北川精機株式会社
広島県府中市鵜飼
町800－８

305,200 － 305,200 3.61

計 － 305,200 － 305,200 3.61

 

２【役員の状況】
   該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年７月１日から2024年12月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、晄和監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年６月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,435,554 3,522,041

受取手形、売掛金及び契約資産 1,782,403 2,154,958

電子記録債権 ※ 52,139 47,112

商品及び製品 2,763 336

仕掛品 936,966 988,409

原材料及び貯蔵品 196,638 181,207

その他 47,858 75,819

貸倒引当金 △5,095 △6,090

流動資産合計 6,449,231 6,963,796

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 591,676 575,668

土地 962,660 962,660

その他（純額） 226,925 278,812

有形固定資産合計 1,781,263 1,817,142

無形固定資産 17,762 14,039

投資その他の資産   

その他 192,191 165,558

貸倒引当金 △9,790 △9,790

投資その他の資産合計 182,401 155,768

固定資産合計 1,981,427 1,986,950

資産合計 8,430,658 8,950,746

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 254,912 ※ 332,342

電子記録債務 ※ 826,382 ※ 1,042,033

短期借入金 1,000,000 1,000,000

１年内返済予定の長期借入金 121,416 121,416

契約負債 354,360 483,792

未払法人税等 86,092 136,915

賞与引当金 24,199 24,389

製品保証引当金 33,050 30,500

その他 211,069 113,188

流動負債合計 2,911,482 3,284,577

固定負債   

長期借入金 320,297 259,589

役員退職慰労引当金 3,768 4,082

退職給付に係る負債 426,580 437,945

繰延税金負債 2,267 －

その他 3,341 3,232

固定負債合計 756,254 704,848

負債合計 3,667,736 3,989,426

純資産の部   

株主資本   

資本金 574,804 574,804

資本剰余金 949,341 952,910

利益剰余金 3,328,881 3,533,462

自己株式 △185,647 △170,713

株主資本合計 4,667,380 4,890,464

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 57,118 35,097

為替換算調整勘定 38,423 35,758

その他の包括利益累計額合計 95,541 70,856

純資産合計 4,762,921 4,961,320

負債純資産合計 8,430,658 8,950,746
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 3,317,996 2,913,097

売上原価 2,550,352 2,120,276

売上総利益 767,644 792,821

販売費及び一般管理費 ※ 315,864 ※ 365,781

営業利益 451,779 427,040

営業外収益   

受取利息 189 447

受取配当金 703 714

受取保険金 2,836 －

作業くず売却益 2,061 1,723

従業員受取家賃 2,183 2,875

その他 861 776

営業外収益合計 8,836 6,537

営業外費用   

支払利息 8,061 6,612

為替差損 6,241 10,792

その他 37 132

営業外費用合計 14,340 17,538

経常利益 446,275 416,039

税金等調整前中間純利益 446,275 416,039

法人税等 71,649 130,282

中間純利益 374,625 285,757

親会社株主に帰属する中間純利益 374,625 285,757

 

【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

中間純利益 374,625 285,757

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △3,456 △22,020

為替換算調整勘定 △176 △2,664

その他の包括利益合計 △3,633 △24,684

中間包括利益 370,991 261,072

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 370,991 261,072
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年７月１日
　至　2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年７月１日
　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 446,275 416,039

減価償却費 46,513 45,949

株式報酬費用 8,481 8,936

賞与引当金の増減額（△は減少） 875 190

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 9,267 11,364

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 331 314

製品保証引当金の増減額（△は減少） 5,800 △2,550

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,906 995

受取利息及び受取配当金 △893 △1,162

支払利息 8,061 6,612

為替差損益（△は益） 2,284 6,613

売上債権の増減額（△は増加） 584,229 △367,262

棚卸資産の増減額（△は増加） 617,418 △33,695

仕入債務の増減額（△は減少） △232,780 293,072

前渡金の増減額（△は増加） 97,030 △12,515

契約負債の増減額（△は減少） △885,666 130,083

未払金の増減額（△は減少） △221,459 △98,683

未払費用の増減額（△は減少） △9,110 △3,497

未収消費税等の増減額（△は増加） △20,243 △4,450

その他 △5,163 3,965

小計 449,345 400,319

利息及び配当金の受取額 893 1,162

利息の支払額 △7,491 △6,597

法人税等の支払額 △79,451 △73,250

営業活動によるキャッシュ・フロー 363,296 321,633

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △17,311 △79,709

有形固定資産の売却による収入 370 －

無形固定資産の取得による支出 △3,014 －

投資有価証券の取得による支出 △1,194 △1,204

その他 △9 △2,768

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,159 △83,682

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △60,708 △60,708

配当金の支払額 △56,544 △80,949

自己株式の取得による支出 △19 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,272 △141,657

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,106 △9,806

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 222,758 86,487

現金及び現金同等物の期首残高 2,498,018 3,435,554

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 2,720,777 ※ 3,522,041
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【注記事項】

（中間連結貸借対照表関係）

※　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日でした
が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当中間連結会計期間末日満期手形等の金額は、次
のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2024年6月30日)

当中間連結会計期間
(2024年12月31日)

電子記録債権 10,799千円 －千円

支払手形 44,666千円 8,819千円

電子記録債務 105,843千円 203,663千円

 

（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自 2023年７月１日

　　至 2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年７月１日

　　至 2024年12月31日）

貸倒引当金繰入額 △1,906千円 995千円

給与及び賞与 91,902千円 99,764千円

賞与引当金繰入額 6,384千円 6,549千円

退職給付費用 3,253千円 4,963千円

役員退職慰労引当金繰入額 331千円 314千円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年７月１日
至 2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年７月１日
至 2024年12月31日）

現金及び預金勘定 2,720,777千円 3,522,041千円

現金及び現金同等物 2,720,777千円 3,522,041千円
 

（株主資本等関係）

　　　配当金支払額

　　　　　前中間連結会計期間（自2023年７月１日　至2023年12月31日）

（決　議） 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年９月27日
定時株主総会

普通株式 56,788 8.00 2023年６月30日 2023年９月28日 利益剰余金

 

　　　　　当中間連結会計期間（自2024年７月１日　至2024年12月31日）

（決　議） 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年９月26日
定時株主総会

普通株式 81,176 10.00 2024年６月30日 2024年９月27日 利益剰余金

 
（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自2023年７月１日 至2023年12月31日）及び当中間連結会計期間（自2024年７月１日

至2024年12月31日）

当社グループの報告セグメントは、「産業機械事業」のみであり、その他の事業セグメントは開示の重要
性が乏しいため、記載を省略しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自2023年７月１日　至2023年12月31日）

区分 金額（千円）（注）２

プレス及びその周辺装置

ＦＡ・搬送装置

部品・工事等

2,544,567

314,046

388,289

その他（注）１ 71,092

顧客との契約から生じる収益 3,317,996

外部顧客への売上高 3,317,996

（注）１.「その他」は、油圧機器であります。

２.連結グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。

 

当中間連結会計期間（自2024年７月１日　至2024年12月31日）

区分 金額（千円）（注）２

プレス及びその周辺装置

ＦＡ・搬送装置

部品・工事等

2,046,032

379,500

412,881

その他（注）１ 74,684

顧客との契約から生じる収益 2,913,097

外部顧客への売上高 2,913,097

（注）１.「その他」は、油圧機器であります。

２.連結グループ会社間の内部取引控除後の金額を表示しております。
 

（１株当たり情報）

 １株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年７月１日
至 2023年12月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年７月１日
至 2024年12月31日）

１株当たり中間純利益 52円72銭 35円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 374,625 285,757

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(千円）

374,625 285,757

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,105 8,127

（注） 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 
（重要な後発事象）

該当事項はありません。
 

２【その他】
該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  
 

2025年2月13日

北川精機株式会社
取締役会 御中

 
晄和監査法人
広島事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田島  崇充
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤  哲生

監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川精機株式会

社の2024年７月１日から2025年６月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年７月１日から2024年12月31日ま
で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連
結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。
当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、北川精機株式会社及び連結子会社の2024年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終
了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重
要な点において認められなかった。
 

監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され
ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、
監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し
ている。
 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を
開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手
続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年
度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認
められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。
また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の
注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間
連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報
告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能
性がある。

・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい
ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及
び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな
いかどうかを評価する。

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人
は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結
論に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻
害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。
 

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
 

以 上
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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